
「此話はすべて遠野の人佐々木鏡石君より聞きたり。昨明治42（1909）年の２月頃より始めて夜分折々訪ね来
たり此話をせられしを筆記せしなり。（中略）国内の山村にして遠野より更に物深き所には又無数の山神山人の
伝説あるべし、願はくは之を語りて平地人を戦慄せしめよ。」1頁　　　　　　　
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1886～1913　コロボックル論争
石器時代人は「コロボックル」か「アイヌ」か

1907～1938　
喜田貞吉 蝦夷論

石器時代人（縄文人＝）先住民＝古代蝦夷

1996～　赤坂憲雄
縄文人＝先住民・・➡古代蝦夷

東北の人々の祖先

1978～2005　工藤雅樹

縄文人＝先住民・・➡古代蝦夷・・➡東北北部の日本人

➡北海道のアイヌ民族
縄文人＝先住民

➡東北北部の日本人➡古代蝦夷

（アイヌ語系地名地域）

高橋富雄1963『蝦夷』

八木光則2010『古代蝦夷社会の成立』立』 2006～　松本建速

蝦夷➡北海道のアイヌ民族
７世紀～　東北北部は非蝦夷

熊谷公男2004『古代の蝦夷と城柵』
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埴原和郎1991
二重構造論

角張ほか2021
三重構造論 DNA

形質

石器時代人

石器時代人（縄文人）＝先住民＝蝦夷＝山人
1909～1926　柳田国男 山人論

A
蝦夷 非言及

埴原和郎1986和郎
➡蝦夷➡和人

和郎
➡　アイヌ

縄文人

長谷部言人 
1917～1951 

縄文人　移行説

小金井良清 アイヌ説
坪井正五郎 コロボックル説

鳥居龍蔵 1918

弥生人＝固有日本人
アイヌ＝先住民

埴原和郎1986
縄文人の小進化

金関丈夫 
1955～1976 
弥生人　渡来説

古学 人
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※➡は「後の」という意味、時間の経過を示す
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